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甲府市男女共同参画推進委員会

委員長 天野光江 

どのような手順をとればいいのかもわからない中、日本女性会議甲府大会の独自の企画書案を開催都市

を参考に作成するなど、ご賛同頂ける方を募りました。そして、2018 年 3 月、甲府市長へ「日本女性会

議 in 甲府」に向けた早期実現についての要望書を提出。その後は、推進委員会として何ができるだろうか

と考え、2020 年開催都市である刈谷市の男女共同参画推進懇話会宛に、私たちが作成した、第 1 期～5

期迄のニュースレター「ふぇあねす」と「活動報告書」を送るなど、ネットワークを広げる活動を行いまし

た。その後刈谷市より、市民交流をはかりたいとの連絡をうけ、道筋をひろげました。しかしながら、全国

大会である日本女性会議を誘致するには、甲府市が開催地として手を上げなければ前に進まないことから、

推進委員一丸となり機運を盛り上げる活動をして参りました。 
2018 年 5 月、甲府市が日本女性会議誘致に立候補するという連絡を頂き、2020 年開催都市刈谷市

の実行委員会のご審議を受け、2018 年 9 月、甲府市が 2021 年度開催都市として選ばれたというご連

絡を頂きました。遂にこの日が来たのだと感動をおぼえました。こうして動き始めた「日本女性会議

2021in 甲府」大会の成功に向け、甲府市男女共同参画推進委員会は多様な価値観を大切にし、推進活動

を行って参ります。 

委員長挨拶 

日本女性会議 in甲府大会は 2021 年 10月 22日（金）23日（土）24日

（日）に開催されることに決まりました。 
これまでに何人もの推進委員が「日本女性会議をいつかは甲府市で開催した

い」と思ったことでしょう。毎年、日本女性会議に参加する度に、開催地と甲

府市を重ね甲府大会なら○○を大会のメインにしたらどうだろうかと、委員同

士で真剣に議論したことが幾度となくありました。2017 年 7月、初代委員長

から「甲府市男女共同参画推進委員会が設立し 10 年、甲府市が男女共同参画

都市宣言をして 5 年目となることから日本女性会議を甲府市に誘致しましょ

う」とお声をかけて頂いたのがはじまりでした。 

日本女性会議とは 

男女共同参画社会の実現に向けた課題の解決を探るとともに、参加者相互の交流の促進や情報のネット

ワークを図る事を目的とした国内最大級の会議です。 
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TEL055-237-5209 FAX055-222-2062 

甲府市男女共同参画推進委員会では、様々な活動をしています。この「ふぇあねす」を読んでい
ただいて、私たちの活動を知っていただけると嬉しいです。2021年は、いよいよ日本女性会議が
甲府で開催されます。みんなで盛り上げていきたいですね！ 

 

山内 幸雄 さん（憲法学者、前甲府市男女共同参画審議会会長） 

 

 日本での武器見本市を疑う 

 ～男女平等の効果と平和～ 

 

 昨年（2019 年）11 月、印象深い出来事が 2つあった。一つは、千葉市幕張メッセで日本初の

総合防衛展示会が開催されたことだ（毎日新聞 2019.11.18.デジタル版）。最新兵器が続々と

登場し、防衛の名のもとで戦争兵器がビジネス的に売買される。兵器の出品者からは「数年前

に内閣の憲法解釈が変わり日本市場が開かれた」と好意的言辞が出た。いったい日本はどこへ

行くのか。 
 もう一つの出来事は、ローマ法王の来日だ。庶民を最も良く理解する教皇らしい。彼は核兵

器被爆地である長崎と広島を訪問して回られた。まるで戦争に向かう日本を諫めるかのような

行動だ。 
 5,000 万人以上の犠牲者を出しその内 3,500 万人以上が一般市民の犠牲だったという第二次

世界大戦を経て、世界は世界人権宣言を採択した。この宣言はその冒頭で「人類社会のすべて

の構成員の固有の尊厳と平等で譲ることのできない権利とを承認することは、世界における自

由、正義及び平和の基礎である」（前文）と宣し、「平等」が「平和」にとって欠かせないこ

とを記した。 
 終戦を契機に男女・身分・経済・政治など至る所で徹底的に平等化を進めた日本。その日本

が手にしたのは恒久平和を希求する日本国憲法だった。当時の日本はまさに「平等」と「平

和」との深い関係において世界標準だった。 
 基本的人権としての男女平等が「経済成長」を促進する効果を持つことは、すでに国際社会

において様々な国際機関がデータ等で試算し証明している。「完全に男女平等が実現した」場

合の試算例として、2009 年のＥＵ試算（GDP 平均 27％上昇）、2011 年国連食糧農業機関の白書

（飢餓人口 1億～1億 5千万人削減）がある。また、2018 年には世界銀行が「男女賃金格差に

よる損失」を試算した報告書（160 兆ドル損失）を公表している。しかしこういう効果につい

ては、日本ではあまり知られていない。 
 日本は世界第 3 位の GDP を持つ先進国なのに、男女平等については後進国だ。男女平等の状

況を正確に表すとされる男女平等ランキング（GGI）で、日本は毎年 100 位以下なのだ（当然先

進国最下位）。しかもこの GGI は政治家・大企業など経済リーダー達が集まる国際会議「世界

経済フォーラム」において毎年発表される。男女平等が経済成長に欠かせないということだ。

国連 UNWOMEN も 2019 年に書物『Gender Equality and Inclusive Growth』を刊行して、経済政

策と男女平等とを結びつける理論を展開している。 
 貧困や不況が平和を崩すことは歴史が証明している。いま私たちがしなければならないこと

は男女平等を実現して持続可能な発展を進め平和な国をめざすことではないだろうか。                       

 甲府市男女共同参画推進委員会の活動に長年に渡りご理解とご指導いただい

た山内幸雄先生が山梨学院大学を定年退官されました。 

  

 山内先生は平成 14 年度  「こうふ男女共同参画プラン」策定、平成 18 年度 「第 2 次こうふ男女
共同参画プラン」策定、平成 25 年度  「男女共同参画都市宣言文」策定、平成 29 年度 「第 3 次こ
うふ男女共同参画プラン」、「配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援基本計画」策定、また、新
しい委員に向け男女共同参画の基本について解りやすく講義を通じてご指導くださいました。委員一
同、心から感謝申し上げ今後の益々のご活躍とご健勝をお祈り申し上げます。 
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男女共同参画社会の実現を目指し、甲府市と推進委員会が主催するフォーラムを開催。 

今年度は「女性達で創るマルシェ」も同時開催し、会場が多くの人でにぎわいました。 

甲府市男女共同参画フォーラム 2019 によせて 
委員 清水 正 

 今年も甲府市と共催でフォーラムが開催され、

川柳や女性活躍推進優良事業者、チャレンジ女性

の表彰が行われました。参加者 370 名全員が心を

ひとつにして甲府市男女共同参画宣言文を群読

し、山梨学院高等学校の吹奏楽部とチアリーダー

部の演奏・演技には感動しました。上野千鶴子さん

の講演「女も男も働き方改革」では、男女共同参画

社会の実現には、個人や会社、社会全体での取り

組みが更に必要であると思いました。同時開催の

「女性達で創るマルシェ」も含め、ご来場くださっ

た方々に、心より感謝申し上げます。 

講演の様子 

優良事業者表彰 チャレンジ女性表彰 

山梨学院高等学校 吹奏楽部/チアリーダー部 

フォーラムとマルシェの旗 
（菅野 勝男 撮影） 

日時：平成３１年３月９日土曜日 
開場 12：30 開会 13：00 閉会 15：30 
場所：甲府市総合市民会館芸術ホール 
来場者：３７０名 

 縁結び 

甲府市男女共同参画プラン基本目標Ⅴ「男女支え合う家庭づくり」の施策として、出会いを求めて
いる男女のためのプロジェクトを発足、推進委員おせっかい事業を行いました。 
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（株）ヴァンフォーレ山梨

スポーツクラブ勤務 
井尻真理子さん 

農業／落合洋子さん 

 

 

 

  

 

甲府市内で活躍している女性に自分らしく

働くためのお話を伺いました！ 

 私たち第 6期推進委員の活動も 2
年目を迎え、今年度も「男女共同参画
社会の実現」を目指し学習及び啓発活
動を行ってきました。そんな中で『当た
り前』と思っていた事がそうではない
事に気付き、意識も少しずつではあり
ますが変わってきたように思います。2
年間を通して学習した事を、家族や地
域社会へ広く伝えて行くことが、私た
ち推進委員の役割だと思っています。 

 

『ジェンダーに敏感な視点
で日常を見る Part2』を発
表し、日常に溶け込んでい
るジェンダーバイアスにつ
いて、様々な視点から出た
意見を基にグループワーク
を行いました。 

参加者一般 30 名 
（北海道・秋田県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・長野県・山梨

県・滋賀県・三重県・石川県・福岡県・沖縄県より） 

・埼玉県出身3人の息子の母 

・甲府市で実家が農業を営む男 
 性と結婚し甲府に移住、未経 
 験ながら農業に携わる。 

・現在農業の傍ら甲府市の農業委員や地域活動、 
 地域の情報誌の編集長として制作発行に携わ 
 るとともに、将来の農業について新規就農者の 
 支援にも積極的に取り組んでいる。 

・2002年に VF甲府に入社 

・企画運営等で企業発展に貢献。業務に役立つ 
 資格取得にもチャレンジしながら活躍中。 

・現在は甲府市男女共同参画推進委員や社会福 
 祉活動等に積極的に参加、ヴァンフォーレだ 
 けでなく、山梨のために活動を広げている。 

参加者一般 31 名 
パフォーマンス：甲府市＆笛吹市男女共同参画推進委員会 
コーディネーター：NPO法人 bond place 

日時：令和元年 11 月 19 日火曜日  
   午前 9時半から午前 10時 

場所：下積公民館 
     （甲府市下積翠寺町） 
一般参加者 15名 

日時：令和元年 11 月 12 日火曜日 
   午前 7時から午前8 時 

場所：春光堂書店（甲府市中央） 

一般参加者 27名 

有志市民朝の勉強会 「得々三文会」にて 

 

 

 

ワークショップ｢あなたの身近な男女共同参画を語ろう」
にてパフォーマンス『ワークライフバランス～甲府太郎さ
んの日常～』を発表しました。 

女性に対する暴力をなくす
運動週間に市役所一階に
パープルリボンツリーを設
置し、賛同者にリボンをかけ
ていただきました。 

『ジェンダーに敏感な視点で日常を見る Part2』発表＆意見交換会 

『ジェンダーに敏感な視点で日常を見る Part1』発表 

下積翠寺「いきいきサロン」にて 

～  
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